


実際にもつ予定の子どもの
人数が理想より少ない理由

未就学児
保護者

小学生
保護者

大学教育期間において教育に関す
る様々な費用がかかるから

60.8% 55.6%

出産費用等の経済的負担が大きい
から

47.3% 27.8%

仕事と子育ての両立が難しいから 33.1% 31.6%

妊娠・出産が精神的・肉体的に大変
だから

31.1% 30.8%

出典：新潟市子育て市民アンケート調査（令和6年度）

（新規追加）
○こどもを持ちたいという夫婦に対する不妊治療は保
険適用となっているものの、依然として多くの費用が掛
かっています。



○児童虐待相談対応件数や、緊急に安全確保が必要な
一時保護児童の件数が年々増加傾向にある中、困難な
状況にある子どもの権利を守るため、適切な支援策を
講ずることが重要です。

○国による調査では、9人に1人の子どもが相対的な貧
困状態にあるとともに、親やきょうだいなどの世話を子
どもが担うことで、学業などに支障を来す状況に置かれ
ている子ども（ヤングケアラー＊1）の問題も顕在化して
きています。

○急速に進行する少子化や多様化する保育ニーズ等に
対応しつつ、質の高い教育・保育サービスを持続的に提
供していくためには、市立保育園の適正配置や保育人
材の確保が継続した課題となっています。

○誰もが安心して妊娠、出産、子育てができるよう、市民に
寄り添ったきめ細かな相談体制により、リスク発生の未然
防止・早期発見と必要な支援を行っていくことに加え、社
会全体が子育てに関心をもち、支援すること（子育ての社
会化）が求められます。

＊1 家族の介護その他の日常生活上の世話を過度に行っていると認められる子ども・若者のこと。

○子育て世帯の経済的負担を軽減するため、こども医
療費の助成、ひとり親家庭への支援などに取り組むこ
とが重要です。



○妊娠・出産・子育ての各ライフステージに応じた経済的負
担を軽減するため、不妊治療費助成や、妊産婦や子どもに対
する医療費の助成等、それぞれのニーズに応じた支援に取り
組みます。

（新規追加）
○多様な保育・子育て支援ニーズに対応し、必要な方が適
切なサービスを受けられるよう支援の充実に取り組みます。

○全ての妊産婦が安心して子どもを産み育てられるよう、新
潟市の特色を活かし、妊娠・子育てほっとステーションを中心
に、地域の中で一人一人に寄り添った相談体制を構築したほ
か、ＳＮＳ＊１やアプリの活用等、デジタル技術を活用し、必要
な人に的確に届くよう、効果的で分かりやすい子育て情報の
発信を行います。 

○良好な教育・保育環境の確保に向け、施設の適正配置の取
組を一層推進するとともに、安定的に保育人材を確保でき
るよう、関係団体と連携し、保育業務の魅力を発信し、人材
確保・育成に取り組みます。

○連携拠点園を中心に、幼児教育・保育施設等関係者の連携
を強化するほか、職員研修の充実を図ります。またデジタル
技術の活用などにより、現場の負担軽減と働きやすい職場
づくりを進め、市全体の教育・保育の質の確保・向上に取り組
みます。



○子どもたちが安心して過ごせる居場所づくりに向け、児童館
等の地域の既存施設を有効活用し、地域との連携を図りなが
ら、健全な遊びの提供や居場所の確保を図ります。

○こども食堂や地域の茶の間といった地域団体等が運営する
居場所について、社会福祉協議会などの中間支援組織と連携
しながら、活動支援に取り組みます。  

○家族の介護等を担うヤングケアラーの存在を幅広く周知し、
実態を把握するとともに、関係機関と連携した相談・支援体制
を構築し、支援を実施していきます。 

○重大な子どもの権利侵害である児童虐待に迅速かつ的確に
組織的な対応が行えるよう、デジタル技術を活用するとともに、
児童相談所及び妊娠・子育てほっとステーション（こども家庭セ
ンター）*1職員の専門性向上や体制強化を進めます。 

○保護者の適切な養育が受けられない子どもの健やかな育ち
を支えるため、包括的な里親養育支援体制＊２による支援を実
施するとともに、施設等の退所後も自立した生活を営むことが
できるよう、必要な支援を継続します。

○各区の妊娠・子育てほっとステーション（こども家庭セン
ター）におけるアウトリーチ型*3の取組を推進するなど、課題
を抱える子どもや家庭への適切な支援につなげます。

＊1 母子保健機能及び児童福祉機能の一体的な運営を通じて、①妊産婦及び乳幼児の健康の保持・増進に関する包括的な支援、②子どもと子育て家庭（妊産婦を含む）
の福祉に関する包括的な支援を、切れ目なく提供する役割を持つ拠点のこと。
＊2 里親のリクルート及びアセスメント、里親に対する研修、こどもと里親のマッチング、里親養育への支援、里親解除後における支援を一貫して実施する体制のこと



○地域全体の多様な子育て支援サービスの質の向上と体制強
化を図るため、担い手となる専門人材の確保や、関係機関の連
携強化に取り組みます。また、職員の研修や処遇改善に加え、
デジタル技術の活用等による働きやすい職場づくりを目指し
ます。



（新規追加）
●新潟市こども計画

（削除）



○GIGAスクール構想＊3の推進を踏まえ、情報活用能
力を含めた基盤となる資質・能力を豊かに育むため、教
育面におけるICT＊4の活用を行っています。

「しなやかに世界と未来を創る人」という新潟市の教育が目指す人間像の実現に向け、子どもたちの育ちと市
民の生涯にわたる学びを支えます。そのために、学校と地域などが一体となって絆を深め、郷土に誇りと愛着を
もって社会に貢献する市民の育成や、学びを生かしたり、他者と協働したりしながら、夢や希望に向かって挑戦
し続ける市民の育成に、学・社・民＊１が一体となって取り組みます。 



○市の意識調査で「地域や社会をよくするために何をす
べきかを考えることがある」と回答した割合は中3で約
6割に上ります。一定程度地域への愛着が育まれている
と分析できますが、その愛着をもち続けられるよう、学
校では地域学習、公民館では地域の文化や伝統を体感
できる活動を推進することがより重要です。

出典：令和4年まで全国学力・学習状況調査（文部科学省）
「地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがありますか」

※令和6年より新潟市生活・学習意識調査から出典
「地域や社会をよくするために何かしてみたいと思いますか」

※平成28年、令和2年、令和5年は調査なし



（新規追加）
○安心・安全な学校給食を提供するとともに、地場産物
の活用など給食を通じた食育の推進に取り組みます。

○共生社会＊３の実現を目指すインクルーシブ教育システ
ム＊４のさらなる充実に向けて、就学時から社会参加まで
切れ目のない支援を充実し、一人一人のニーズと課題に対
応した特別支援教育を推進します。

○学校の特色や地域の実情を踏まえつつ、発達段階にふ
さわしいキャリア教育＊１を推進し、将来にわたって地域へ
の誇りと愛着をもち、社会的・職業的に自立し、集団や社会
で様々な人とかかわり、自分の役割を果たしながら自分ら
しく生きる資質・能力を育みます。 

○生涯にわたって心身共に健康に生き抜く力を育むため、
自らの健康に関心をもち、健康の増進、病気の予防など、
健やかに生きるための主体的な健康づくりができるよう
家庭と連携して取り組みます。



（新規追加）
○夜間中学を設置することにより、様々な理由によって、
学齢期に十分な教育を受けられなかった方々に教育を
受ける機会を提供することで、教育の機会均等を図ると
ともに、社会的包摂の実現や、生涯学習の促進を目指し
ます。



○地域コミュニティ協議会＊１などの地域団体と連携・協働し
ながら、学校での総合的な学習の時間や部活動、地域クラブ活
動を推進するほか、地域における課題の解決を支援します。

●新潟市教育振興基本計画～にいがた学びのコンパス～

（削除）


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12

